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【背景・目的】 
 スピネル V酸化物は AV2O4(A=Fe, Mn, Co)で
表され，Vの 3d軌道の軌道自由度に由来する，
興味深い振る舞いを示すことが知られている．

MnV2O4 で は 57K 付 近 で cubic か ら

tetragonal(a>c)への構造相転移があることが報
告されており，これは V3+の軌道秩序に伴うもの

であるとされている[1]．一方 CoV2O4では，自発

磁化が発生する TN以下で磁場方向に伸びるよう

な磁歪が発生するが，T*を境に磁場方向に縮む磁

歪に変化し，T*で磁化がピークを持つことが報告

されている [2]． 
本研究では，MnV2O4 の軌道秩序に伴う歪み

と，CoV2O4の磁歪は同一の物と捉えることがで

きるのか，磁化のピークである温度と磁歪がゼロ

となる温度が等しくなるメカニズムは何か，の 2
点の解明を目指して，混晶系 Co1-xMnxV2-xO4 の

研究を行った． 
【実験方法】 
原料の Coの量を化学量論比に対し 1.5倍に増

やし，Floating Zone法にて単結晶を作製した．
Co1-xMnxV2-xO4(x=0,0.2,0.3,0.4)のそれぞれの磁
化率を測定し，歪ゲージを用いて磁場下における

歪みの測定を行った． 
【実験結果・考察】 
磁化率測定では，Mnのドープ量を増やすにつ

れて TNが下がることが分かった（図 1）．また，
磁化率がピークをとる T*は Mn のドープにより
85K付近まで上昇することが分かった（図 2）． 
ある温度を境にして磁歪の符号の向きが逆転し

ていることが分かった（図 3）．磁場 0T と 0.3T
の歪みΔL/L の差を温度に対してプロットした
ものが図 4である．磁歪が 0を横切る温度が磁化
率がピークをとる温度 T*と常に一致することが

分かった．さらに，Mnのドープ量が増えるほど
低温での歪みの絶対値が大きくなることが分か

った．  
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図 1 Co1-xMnxV2O4の磁化率   図 2 磁化率のピーク 
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図 3 歪みの磁場依存性 
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図 4  T*と磁歪 


